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長
門
湯
本
温
泉
街
の
再
生
に
向

け
、
４
月
25
日
（月）
、
長
門
湯
本
温

泉
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
報
告
会

と
星
野
リ
ゾ
ー
ト
「
界
」
の
進
出

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
や
旅
館
関
係
者
な
ど

約
100
人
が
参
加
し
た
中
間
報
告
会

で
は
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
星
野
代

表
が
登
壇
し
、
長
門
湯
本
温
泉
が

温
泉
地
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国

長
門
湯
本
温
泉
街
の
再
生
に
向
け
て

星
野
リ
ゾ
ー
ト「
界
」進
出
へ

昭
和
41
年
か
ら
続
く
伝
統
行
事

二
位
ノ
浜
海
岸
を
一
斉
清
掃

　

５
月
２
日
（月）
、
大
津
緑
洋
高
校

日
置
校
舎
の
生
徒
が
二
位
ノ
浜
の

海
岸
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
昭
和
41
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
伝
統
の
行
事
で
、
生
徒

ら
は
ゴ
ミ
拾
い
や
分
別
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
海
岸
に
漂
着
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ゴ
ミ
を
回

収
し
ま
し
た
。

▲ゴミ袋 70袋分を回収

三
隅
鯉
爛
漫
祭
（
み
す
み
こ
い
ら
ん
ま
ん
さ
い
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
い
の
ぼ
り
を
製
作

　

４
月
21
日
（木）
、
明
倫
小
学
校
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
い
の
ぼ
り
製
作
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
３
〜

４
年
生
の
児
童
約
50
人
は
４
班
に

分
か
れ
、
約
４
ｍ
の
何
も
描
か
れ

て
い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
に
、
手
形

で
う
ろ
こ
を
作
っ
た
り
、
は
け
で

目
や
口
、
尾
を
描
い
た
り
し
て
、

こ
い
の
ぼ
り
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

▲完成品は三隅公民館で展示された

▲マスタープランの中間報告を行う星野代表

▲村岡県知事立ち会いのもと、協定を締結

10
位
以
内
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
食
べ
歩
き
や
文
化
体
験
、
絵

に
な
る
場
所
な
ど
の
拠
点
整
備
を

行
い
、
回
遊
性
を
高
め
て
い
く
計

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
印
式
で
は
村
岡
県
知

事
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
大
西
市

長
と
星
野
代
表
が
温
泉
旅
館
ブ
ラ

ン
ド
「
界
」
の
進
出
に
か
か
る
協

定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

国
内
最
大
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

「
飛
鳥
Ⅱ
」
仙
崎
湾
に
初
寄
港

　

４
月
23
日
（土）
、
国
内
最
大
の
豪

華
客
船
「
飛
鳥
II
」
が
仙
崎
港
沖

に
初
入
港
し
、
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
県
と
と
も
に
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
誘
致
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の

仙
崎
港
寄
港
は
平
成
26
年
５
月
の

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
に

続
い
て
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

▲乗船客は観光船に乗り換え、仙崎に上陸

「
食
」
と
「
憩
い
」
の
交
流
拠
点
づ
く
り

俵
山
湯
治
テ
ラ
ス
竣
工
式

　

俵
山
温
泉
観
光
協
議
会
と
俵
山

温
泉
合
名
会
社
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

俵
山
温
泉
ま
ち
づ
く
り
交
流
施
設

（
通
称
：
俵
山
湯
治
テ
ラ
ス
）
の
竣

工
式
が
５
月
11
日
（水）
、
湯
町
区
の

温
泉
閣
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成

し
た
施
設
は
、
ジ
ビ
エ
料
理
な
ど

地
元
食
材
を
使
っ
た
地
産
地
消
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

▲温泉街の活性化に期待されている

地
域
と
一
緒
に「
お
い
し
い
」鶏
肉
を
。

※
仕
事
は　

　

鶏
舎
を
清
潔
な
状
態
に
保
つ
た
め
、

　

養
鶏
農
家
を
ま
わ
り
、
水
洗
作
業

　

や
除
ふ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
就
職
の
き
っ
か
け
は

　

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）技
術

　

研
修
員
と
し
て
来
日
し
、
山
口
大

　

学
で
家
畜
生
産
を
学
ぶ
中
で
向
津

　

具
地
区
を
訪
れ
て
か
ら
、
長
門
市

　

と
養
鶏
に
興
味
を
抱
き
ま
し
た
。

※
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

こ
れ
か
ら
自
動
車
の
免
許
を
取
得

　

す
る
の
で
、
休
日
は
市
内
を
巡
っ

　

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
長
門
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

自
然
に
恵
ま
れ
、
住
み
や
す
い
と

　

こ
ろ
。
イ
カ
や
サ
ザ
エ
な
ど
、
お

　

い
し
い
食
べ
物
も
多
い
で
す
。

※
今
後
の
目
標
は

　

今
の
職
場
で
作
業
２
年
、
飼
育
・

　

管
理
２
年
の
研
修
を
終
え
た
後
、

　

独
立
し
て
、
長
門
市
内
で
鶏
肉
の

　

生
産
者
と
し
て
働
く
こ
と
で
す
。

※
最
後
に
一
言

　

地
元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
多
く

　

の
人
に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て

　

も
ら
え
る
鶏
肉
を
生
産
で
き
る
よ

　

う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

 熱血！
新鮮力

門の長 門の

（
深
川
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
組
合

／
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
出
身
）

徳と
く
な
が永

ア
ル
ナ
ル
ド
太た

い
し志 

さ
ん

▲５年目での独立を目指し、現在は各種作業を中心に研修中
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